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公安委員会定例会議(第19回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年８月５日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後４時05分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 委員長説示 

   昭和後期頃、大手企業から製品の品質認定を取得するため、様々な審査

を受けたことがあります。その中には、品質改善や安全性などの説明を求

められるものがあり、“認めてもらいたい”との一心で作成した品質管理

書に、「業界ナンバーワンを目指します」や「他社をしのぐ…」といった

綺麗な修飾語等を並べ立て提出しましたが、そのことに対して、「その指

標は？」、「根拠を示してほしい」と厳しく指摘され、ことごとく失敗した

という苦い経験があります。その経験により、言葉の使い方を間違えては

ならないということや、製品の実態をよく把握した上で、疑問点を想定す

ることを学びました。それ以降、作成資料を３回以上“なぜ”という観点

で見直すことや、説明できるだけのバックデータを揃えておくことなどを

習慣付けるようになりました。 

   これら反省も踏まえ、当社では、現場の意見を取り入れ、実態を踏まえ

た上での改善に努め、その内容についての発表会を開催することで、会社

の雰囲気もよくなり、業績も伸びていくようになりました。発表会におい

て社員に常に注意してもらっていることは、格好良く見せたいために実態

にそぐわない、いい加減な言葉を使っていないかということと、こうした

改善活動は何のためにやっているのかという目的に沿った説明をするとい

うことです。 

   警察の業務も、改善が求められることもあると思いますが、私の経験し

た言葉の使い方の例のように、何のために改善を行うのかということを常

に考えた上で、現場の実態に即した改善に努めていただきたいと思います。 

 

２ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録 
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    総務室から、令和２年第18回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 飲食店に対する行政処分 

    生活安全部から、飲食店に対する行政処分について伺いがあり了承し

た。 

  ⑶ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果20件の行政処分の決定について伺いがあり

了承した。 

 

３ 報告事項 

 ⑴ 警察広報の推進状況 

   総務室長から、警察広報の推進状況について報告があった。 

 ⑵ 熱中症防止対策リモート研修会の開催結果 

   警務部長から、熱中症防止対策リモート研修会の開催結果について報

告があった。 

 ⑶ 令和２年度における総合監察の実施計画 

   首席監察官から、令和２年度における総合監察の実施計画について報

告があった。 

   委員から、「効果的な監察の実施に努められたい」との発言があった。 

 ⑷ 令和２年上半期における自動車警ら隊の活動状況 

   生活安全部長から、令和２年上半期における自動車警ら隊の活動状況

について報告があった。 

   委員から、「引き続き、職務質問のプロを育てていってほしい」との

発言があった。 

 ⑸ 社会の変化に適応する警察運営に向けた取組の推進状況 

   刑事部長から、社会の変化に適応する警察運営に向けた取組の推進状

況について報告があった。 

   委員から、「引き続き、社会の変化に適応できるよう、柔軟な対応に

努めていただきたい」との発言があった。 

 ⑹ 運転免許全業務再開後の更新状況 

   交通部長から、運転免許全業務再開後の更新状況について報告があっ

た。 



 

3 

   委員から、「新型コロナウイルス関係では、しっかりと感染防止対策

を取っていただくこととあわせて、職員の感染防止にも十分な配意をお

願いしたい」との発言があった。 

 ⑺ 令和２年上半期の機動隊活動概況 

   警備部長から、令和２年上半期の機動隊活動概況について報告があっ

た。 

 ⑻ 監察案件に関する報告 

   警務部から、監察案件について報告があった。 

 ⑼ 損害賠償事案の知事専決処分 

   警務部から、損害賠償事案の知事専決処分について報告があった。 

 ⑽ 繁華街・歓楽街総合対策の推進 

   刑事部から、繁華街・歓楽街総合対策の推進について報告があった。 

 

４ その他 

本部長から、「我々も、業務を推進するにあたり、県民からの理解や信

頼を得られるよう、できることや県民にお願いしたいことについて、言葉

を大切にしつつ、しっかりと発信していきたい」との発言があった。 

                            以 上 


